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特別展 「人と大地と-Wonderful Earth -J開催にあたって 平田大二(学芸員)

j 山 ßJ~ は、 4必6佑

し、叶日立月をカか、けて、大地をつくりあげて

きました。大j地血をつくる岩石は、この

長い時間とさまざまな大地の営みを

経て、今見られる景観や形態となりま

した。

人は、 地味上にその姿をJ見して以

来、大地の景観に感動や畏怖、長?威を

党え、またその形態に神秘さ、不思議

さ、奇異さを感じてきました。

今回の特別展では、人が大地をどの

ように見て、どのよう に感じ、どのよ

うに表現してきたかを、さまざまな視

点、切り口でみていきます。

地球と生命がっくりあげた大地を

みる

広大な宇宙のなかの片すみの銀河の

さらに片すみで、太陽系が誕生しまし

た。地球はいん石、微惑星が集積、衝

突合体を繰り返すことで誕生しまし

た。地球は、 |宣1~ ミ岩石の音11分だけでな

く、海や大気もっくりあげてきまし

た。やがて、生命が誕生し、そして生

命自身が地球の環境を変えてきたの

です。

大地をつくる岩石や地層の中には、

46億年にわたる地球の歴史が記録され

ています。この大地の生い立ちとっく

りについて、大地をつくる機々な年代

と種類の岩石から考えてみましょう。

図1 太If[の記録が刻まれたクリーン

ランドのJ血!日

大地を観る方法を考える

地球科学とよばれる研究分野では、

大地の成り立ちと歴史を、46億年前か

ら現在、未来まで考える時間ililliと、極

微小の!原子から無限大の宇宙までと

いう空間中11/にもとづいて観ています。

「観るJためには、道具が必要です。

野外や室内でみるための様々な道具

があります。道具は科学技術の進歩に

ともなって進化します。これまで見え

なかったものが見えてくる、というこ

ともでてきました。一方、人が本来

もっている五!惑も、大切な道具です。

視点を変えれば、見えるものも、見え

方も変わってきます。新しい観点は、

新しい 世界を開く可能性をもってい

ます。これまで、の観点とは違う、新し

L 、 W~点も考えてみま し ょう 。

自然の中に芸術をみる

大地はときおり、すばらしい景観や

形を作り出します。鉱物や生物の色や

)1ヲ、模様も大変而白いものがあり、 不

思議なものがいっぱいです。直線、 曲

線、らせん形、そして一見奇妙な形に

思えますが、じつはある規則に従って

いることもあります。自然の中で、あ

る物理化学的な条件のもとに偶然に

できたものです。人は、それらを自然

の中の芸術としてとらえるととがあ

ります。幾何学模械や、奇妙な形に、心

が躍らされた経験のある方もいるこ

とでしょう。自然の中の芸術を楽しん

でみてください。

図2水品・ハーキマー ・ダイヤモンド

人と大地の関わりをみる

人は昔から大地の恵みをうけてき

ました。大地は、生活に必要な資源を

もたらしてきました。金-銀 -銅等の

金属資源や、石炭 ・石油など燃料資源

もあれば、ダイヤモンドやエメラルド

のような宝石類もあります。(表紙写

真をみてください)

人は、大地が作り ，~f'， した も のを活用

して、様々な道具やものを作り 出し、

人の歴史を変えてきました。その人と

大地の関わりをみてみましょう。
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芸術になった大地をみる

自然の大地のなかから素材を選び

出し、芸術作品をつくる人もいます。

太古の昔から土器や彫刻、絵画などの

作品がつくられてきました。自然と芸

術は、人の脳を介してつながっていま

す。大地の素材を使った芸術を鑑賞し

てみてください。

図3いん石のお}をまぜたガラス工芸作品

地球の寺子屋

今回の特別展は、当博物館の総合研

究 「樽物館における新しい地学教育」

の成果を公開するものです。この総合

研究は、大地の素晴らしさを、より多

くの人に、よりわかりやすく伝えるた

めの方法を模索し よう とするもので

す。この総合研究は ipつでも、どこ
でも、だれで、も、いくらでもjをキャッ

チフレーズにして、これまでにない新

しい視点をもつこと 、新しい方法論を

みつけること、新しい道具を使うこ

と、 新しい体系をつくることを目標と

して取り組んで、きました。

地球の寺子屋では、総合研究の歩み

や研究成果の紹介、コンピュータを活

用したCD-ROM、ホームページなども

紹介する予定です。試験的連続講座と

して開催した 「地球を調べる大実験」

シリーズの内容も紹介します。さら

に、関連行事として、ワークショップ

「ワンダフル・ アース 地球を楽しむ

大実験 」や、シンポジウム「博物館に

おける新しい地学教育を考える」を開

催します。

どうぞ、この一風変わった、 これ

までにな い特別展示をのぞき にき

てみてください。きっと、大地への

好奇心がかきたてら れるに遣い な

いでしょう 。


